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協
議
委
員
会
は
今 

１
０
・１
１
月
の
協
議
委
員
会

で
の
報
告
・検
討
内
容
を

一
部
紹

介
し
ま
す
。 

① 

町
内
会
費
・
協
力
金

・地
租
割
り

の
徴
収
を
新
形
式
で 

      

② 

来
年
度
事
業
に
関
し
て
各
隣
保
・

 

各
種
団
体
か
ら
の
要
望
を
年
末

に
取
り
ま
と
め
る
。 

③ 

国
の
緊
急
雇
用
就
業
機
会
創
出

事
業
と
し
て
辻
川
山
周
辺
整
備

に
予
算
が
つ
い
た(

平
成
２
４
年

３
月
ま
で
の
２
年
半
年
間)

。
事
業

内
容
に
関
す
る
要
望
を
区
民
か

ら
募
集(

10/
15)

→11
/5

締
め
切

り
で
ア
ク
シ
ョ
ン
提
案
が
２
７

件
寄
せ
ら
れ
た
。
１
１
月
現
在
、

短
歌
の
森
周
辺
の
伐
採
が
進
行

中
。 

       

④ 

銀
の
馬
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
等
主
催
の
「
田
園
空
間
ミ
ニ

博
物
館
」
〔

11/
28 

姫
路
文
化
セ
ン

タ
ー
〕
で
辻
川
区
が
地
域
紹
介 

⑤ 

国
の

「地
方
の
元
気
再
生
事
業
」

は
新
政
権
の
予
算
見
直
し
よ
っ

て
今
年
度
限
り
の
事
業
に
な
る

可
能
性
が
出
て
き
た
。 

⑥ 

「
三
木
家
住
宅
」
保
存
活
用
の
基

本
構
想
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
は

平
成
２
２
年
度
は
実
施
設
計
を

立
て
る
予
定
。
但
し
、
屋
根
の
緊

急
補
修
工
事
は
現
在
進
行
中
。 

⑦ 

歴
史
探
検
隊
に
よ
る
鈴
の
森
神

社
・
山
口
堂

・有
井
堂
の
棟
札
等

の
調
査
も
進
行
中
。詳
細
報
告
は

後
日
に
。 

       

当
面
の
予
定 

１
月
１
７
日

（
日
）1

3
:
3
0

～ 

 

平
成
２
２
年
度
辻
川
区
総
会 

 

宮
当
番[

９
隣
保]

よ
り 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

◆
１
月
１
日

・
２
日 

 

正
月
祭
り
（鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

◆
１
月
１
０
日

（
日
）
１
０
時 

冬
え
び
す 

（鈴
の
森･

恵
美
須
神
社
） 

◆
１
月
１
４
日

（金
）
１
５
時 

と
ん
ど 

（鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

事
業
報
告 

◆
９
月
１
２
日

（
土
） 

隣
保
長

隣
保
長

隣
保
長

隣
保
長

・・・・
各
種
団
体
役
員
会
議

各
種
団
体
役
員
会
議

各
種
団
体
役
員
会
議

各
種
団
体
役
員
会
議    

① 

９
～
１
１
月
行
事

・
事
業
確
認 

② 

秋
祭
り
実
行
委
員
会
構
成
・運
行

予
定
等
説
明 

◆
９
月
１
３
日

（
日
）
敬
老
会

敬
老
会

敬
老
会

敬
老
会    

 

今
年
は
７
２
歳
以
上
の
２
９
名
が

西
脇
健
康
ラ
ン
ド
へ
。
芝
居
、
舞
踏

・

歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
不
参
加

の
皆
さ
ん
に
は
商
品
券
と
お
菓
子
が

配
布
さ
れ
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し

て
参
加
し
や
す
い
企
画
内
容
検
討
が

残
さ
れ
た
。 

◆
９
月
２
７
日

（
日
）
道
普
請

道
普
請

道
普
請

道
普
請    

 

秋
祭
り
に
向
け
て
き
れ
い
に
な
っ

た
辻
川
に
鈴
の
森
神
社
の
幟

（
の
ぼ

り
）
が
立
っ
た
。
協
議
委
員
は
今
回

も
春
に
続
い
て
の
雲
津
川
清
掃
へ
。 

◆
１
０
月
１
０
日

（土
） 

・
１
１
日

（
日
） 

秋
祭
秋
祭
秋
祭
秋
祭
りりりり    

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大

や
７
日
夜
か
ら
８
日
早
朝
に
か
け
て

の
台
風
１
８
号
接
近
な
ど
の
障
害
も

何
の
そ
の
、
青
年
団
の
奮
闘
と
木
方

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
遺
憾
な
く
発

揮
さ
れ
、
今
年
も
よ
い
祭
り
に
な
っ

た
。
今
年
の

「初
物
」
は
乗
り
子
法

被(

は
っ
ぴ)

と
三
度
差
し
。
辻
川
の
思

い
と
ま
と
ま
り
を
示
す
こ
と
が
で
き 
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辻
川
山 

 
 
 
 

 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 
国
の
雇
用
対
策
と
し
て
、
福
崎
町
に
緊
急
雇
用
就
業
機
会

創
出
事
業
に
着
手
す
る
予
算
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
予
算
で
、

こ
の
度
、
辻
川
山
公
園
周
辺
エ
コ
ア
ッ
プ
事
業
に
取
り
掛
か

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
公
園
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
辻
川
山
に

は
、
鈴
の
森
神
社
が
あ
り
氏
神
様
が
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
年
の
始
ま
り
が
こ
の
辻
川
山
か
ら
始
ま
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
辻
川
区
に
と
っ
て
も
非

常
に
大
事
な
山
と
も
い
え
ま
す
。 

私
は
、
こ
の
辻
川
山
を

「
あ
る
く
、
み
る
、
あ
そ
ぶ
、
く

つ
ろ
ぐ
、
い
や
す
」
空
間
と
し
て
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
辻
川

界
隈
に
す
る
た
め
に
も
そ
の
整
備
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
キ
ャ
ー
、
キ
ャ
ー
、
声
を
上
げ

て
遊
び
、
住
民
の
方
、
あ
る
い
は
辻
川
を
訪
れ
た
方
々
が
春

に
は
桜
、
秋
に
は
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
語
ら
え
る
場
所
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
先
般
、
多
く
の
方
よ
り
い
た

だ
き
ま
し
た
貴
重
な
提
案
を
考
慮
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

に
も
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

一
丸
と
な
っ
て
こ
の
事
業
を
完

成
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

作
業
の
簡
素
化
、
コ
ピ
ー
代
等
事
務

経
費
削
減
、
宅
地
面
積
等
の
個
人
情

報
保
護
の
観
点
よ
り
、
徴
収
方
法
や

請
求
書
兼
領
収
書
の
形
式
を
改
定
し

ま
す
。
詳
し
く
は
隣
保
長
会
議
で 

11 月 8 日法務局登記所 

跡の「のじ菊」 

トピック 11 月 6 日 13:20

頃、辻川界隈に野猿出現 

11日 12:40 宮裏で井ノ口と 

11 日 8:50 加治谷･大門･北野と 11日 19:30 農協駐車場で田尻と 

11 日 13:50 宮入で三度差し 

11 日 21:30 緋鯉が 

跳ねる乗り子法被 



た
。
関
係
者
に
よ
る
反
省
会(1

0
/
3

1
) 

で
は
、
「
９
月
１
日
か
ら
の
太
鼓
の
練

習
は
途
中
に
休
み
を
入
れ
な
が
ら
余

裕
を
持
っ
て
で
き
た
」「広
く
地
区
内

を
露
払
い
し
て
回
っ
た
今
年
の
屋
台

運
行
は
来
年
も
同
様
に
続
け
た
い
」

「休
憩
場
所
で
は
出
立
ち
の
前
に
全

員
で
片
付
け
と
ご
み
拾
い
を
」
等
・
・

是
非
と
も
来
年
に
活
か
し
て
い
き
た

い
。
何
よ 

り
も
多
く 

の
縁
の
下 

の
支
え
に 

感
謝
。 

                                                           

                

８
隣
保
の
松
岡
秀
隆
さ
ん
か
ら

昨
年
十
月

「鈴
の
森
神
社
に
貴
重
な

文
化
財
で
あ
り
ま
す
小
説
家
横
光
利

一
の
父
の
玉
垣
や
そ
の
勤
め
先
の
増

田
組
の
玉
垣
が

・
・
・
（中
略
）
・
・

ま
た
、
柳
田
國
男
の
大
玉
垣
の
傍
に

「松
岡
友
吉
」
の
玉
垣
が
土
留
め
に

し
て
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
松
岡
友

吉
は
、
「
辻
川
事
件
」
の
時
の
枡
屋
の

主
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
も
捨

て
が
た
い
歴
史
資
料
で
あ
り
、
放
置

し
、
破
壊
を
待
つ
ば
か
り
に
す
る
の

は
惜
し
く
、
保
存
の
必
要
が
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
・
・
・
」
と
い
う

お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
松
岡
さ
ん
に
も
教
わ
り

な
が
ら
今
号
か
ら
５
回
程
度
、
玉
垣

と
そ
の
当
時
の
賑
わ
い
を
連
載
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

１ 

辻
川
事
件 
 

「
辻
川
事
件
」
と
は
１
８
９
０
（
明

治
２
３
）
年
５
月
２
８
日
、
第

一
回

衆
議
院
議
員
選
挙

（
７
月
）
の
選
挙

運
動
に
か
ら
み
、
改
進
党
を
攻
撃
す

る
暴
力
的
政
治
結
社

「
山
陽
義
会
」

の
扇
動
に
よ
り
、
村
民
幾
百
人
が
竹

槍
等
を
携
え
て
改
進
党
弁
士
の
宿
所

な
る
枡
屋
（ま
す
や
）

へ
押
し
寄
せ
た

「夜
の
枡
屋
襲
撃
」
事
件
。
当
時
の

枡
屋
の
主
人
が
、
今
、
柳
田
國
男
の

大
玉
垣
の
傍
で
土
留
め
と
し
て
置
か

れ
て
い
る
壊
れ
た
玉
垣
の
主

「松
岡

友
吉
」
で
し
た
。 

            

明
治
２
３
年
の
第
１
回
総
選
挙
で

の
第
７
選
挙
区
は
、
姫
路
市
と
飾

東

・
飾
西

・
神
東

・
神
西
郡
を
中
心

と
す
る
選
挙
区
で
定
員
１
名
。
姫
路

を
地
盤
と
す
る
自
由
党
系
の
近
藤
薫

と
改
進
党
の
内
藤
利
八
（
現
市
川
町
川

辺
）
と
の
（注
１
）

一
騎
打
ち
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。「
辻
川
事
件
」
に
つ
い
て
、

当
時
の

「
神
戸
又
新
（
ゆ
う
し
ん
）

日

報
」
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
ま
す
。 

 

『
５
月
２
８
日
午
後
、
神
東
郡
田

原
村
に
て
改
進
党
員
が
演
説
会
を
催

せ
し
が
、
弁
士
青
田
節
氏
が

「（注
２
）

租
税
十
五
円
以
下
を
納
む
る
選
挙
権

な
き
も
の
は
国
家
の
油
虫
な
り
」
と

罵
（
の
の
し
）

る
や
否
（
い
な
や
）
、
村
民
は

申
合
せ
し
如
く

一
度
に
ド
ヤ
ド
ヤ
立

ち
去
り
し
が
、
午
後
７
時
頃
に
至
り

て
村
民
幾
百
人
と
も
な
く
（
注
３
）

竹

槍
そ
の
他
手(

て)

ん
手(

で)

に
獲
物
を

携
へ
て
弁
士
の
宿
舎
な
る
枡
屋
に
押

寄
せ
、
「
青
田
を
殺
せ
。
青
田
を
出

せ
。」
と
口
々
に
呼
は
り
た
る

・
・
・

（続
報
あ
る
も
省
略
）
』 

当
時
の
時
代
的
背
景
を
覗
い
て
み

る
と

・
・
・
そ
の
前
年
の
明
治
２
２

年
２
月
に
は
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発

布
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
１
０
年
～

２
０
年
頃
に
か
け
て
の
自
由
民
権
運

動
の
高
ま
り
に
対
し
て
政
府
が
、
立

憲
君
主
体
制
の
憲
法
制
定
を
目
標
に

諸
準
備
を
整
え
、
欽
定
憲
法
と
い
う

形
式
を
と
っ
て
制
定
し
ま
し
た
。
２

３
年
１
１
月
に
は
７
月
の
総
選
挙
を

受
け
て
（
注
４
）

第

一
回
帝
国
議
会
が

開
会
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
辻
川
事
件
」

の
起
こ
っ
た
５
月
に
は
府
県
制

・
郡

制
が
公
布
。
ま
さ
に
近
代
日
本
へ
の

変
動
期
を
象
徴
す
る
事
件
で
し
た
。 

 

（注
１
）

結
果
は
、
「農
民
代
表
」
の
内
藤

が

「侍
派
」
の
近
藤
を
破
っ
た
。
時
に
内

藤
は
３
４
歳
で
あ
っ
た
。
内
藤
利
八
の
大

玉
垣
も
鈴
の
森
神
社
境
内
に
あ
る
。 

    

（注
２
）
事
件
後
の
「裁
判
言
渡
書
」
で
は
、

青
田
は
演
説
の
妨
害
者
に
「演
説
を
妨
害

す
る
も
の
は
大
根
に
お
け
る
油
虫
の
如

し
」
と
言
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
明
ら
か
に
妨
害
者
が
組
織
さ
れ
て
お

り
、
青
田
追
及
と
同
時
に

「自
由
万
歳
と

大
書
し
た
る
紙
幟
（
の
ぼ
り
）
」
が
立
っ
た

と
い
わ
れ
お
り
、
計
画
的
な
演
説
妨
害
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。
そ

し
て
何
よ
り
も
、
こ
の

「
辻
川
事
件
」
を

契
機
に
兵
庫
県
は
、
県
下
最
大
の
愛
国
党

系
青
年
結
社

「
山
陽
義
会
」
を
解
散
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
だ
。 

（注
３
）
山
陽
義
会
の
あ
る
青
年
は
仕
込
杖

（中
に
刀
な
ど
を
忍
ば
せ
た
つ
え
）
を
携

え
て
枡
屋
（
西
田
原
村
旅
人
宿
枡
屋
事(

こ

と)

松
岡
友
吉
方
）
へ
押
し
入
り
、
「謝
罪

状
」
や
「誓
書
」
を
取
っ
た
り
し
て
い
る
。

民
衆
は
瓦
石
の
類
を
枡
屋
へ
投
込
ん
だ

り
も
し
て
い
る
。 

（注
４
）
３
０
０
人
の
衆
議
院
議
員
の
多
く

は
地
主
議
員
で
、
府
県
会
議
員
経
験
者
が

半
数
を
占
め
て
い
た
。
第
１
議
会
の
勢
力

分
野
は
、
政
府
反
対
の

「
民
党
」
で
あ
る

自
由
党

（総
理 

板
垣
退
助
）
が
１
３
０

人
、
改
進
党

（総
理 

大
隈
重
信
）
が
４

１
人
、
政
府
支
持
の

「吏(

り)

党
」
で
あ

る
大
成
会
が
７
９
人
、
無
所
属
が
４
５
人

等
で
あ
っ
た
。 

ち
な
み
に
、
今
年
８
月
３
０
日
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙
は
第
４
５
回
で
定
数
は

４
８
０
人
で
し
た
。 

（
「
福
崎
町
史 

第
二
巻
」
「
ふ
く
さ
き
史

話
」と
も
に
平
成
７
年
、
福
崎
町
発
行 

よ

り
抜
粋
・加
筆
） 

編
集
後
記 

 

今
号
か
ら
の

「鈴
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10 日 14:00 ↑↑↑↑ 

鈴の森神社宮出 

10 日 16:20 八反田と→→→→ 

11 日 14:10  

熊野神社宮入↓↓↓↓ 

11 日 9:20↑↑↑↑ 

11 日 11:30↑↑↑↑ 


